
日
本
の
教
育
を
リ
ー
ド
す
る

垂
水
市
な
ら
で
は
の
取
組

　　
本
市
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
、
オ
ン
ラ

イ
ン
学
習
や
、
家
庭
学
習
で
も
活
用
で
き

る
端
末
環
境
と
、
授
業
や
家
庭
学
習
で
の

活
用
を
視
野
に
入
れ
た
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ

ス
の
導
入
に
こ
だ
わ
り
、
整
備
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
子
ど
も
た
ち
の

情
報
操
作
の
技
術
は
向
上
し
、
こ
の
取
組

は
全
国
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
活
躍
す
る
近
い
将
来
、

高
度
な
デ
ジ
タ
ル
社
会
が
到
来
す
る
と
予

測
さ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
生
涯

に
わ
た
っ
て
充
実
し
た
生
活
を
送
り
、
ふ

る
さ
と
や
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
た
め

に
、
一
人
ひ
と
り
が
情
報
に
つ
い
て
の
知

識
と
技
能
を
身
に
付
け
、
日
常
生
活
に
役

立
て
る
『
情
報
活
用
能
力
』
が
必
要
で
す
。

　
今
年
度
か
ら
、
本
市
は
全
国
で
唯
一
、

文
部
科
学
省
の
指
定
を
受
け
、市
内
全
小
・

中
学
校
で
『
情
報
活
用
能
力
』
を
確
実
に

育
成
す
る
た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
に

取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
の
取
組

は
、
今
後
の
国
の
教
育
施
策
に
も
つ
な
が

る
も
の
で
す
。
次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
概
要

等
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

たるみず発の新しいカリキュラムはどのようなもの？

GIGAスクール通信 vol.40

垂水らしいＧ
ギ ガ

ＩＧＡスクール構想
NEXT　STAGE

自分と垂水の未来を拓く 本市独自のカリキュラム開発がスタート

拡 大 版

No.
1

　一人ひとりの情報活用能力を確実に育成する、義務教育９年間を通したカリキュラムを開発します。具
体的には、１人１台端末等を正しく、そして効果的に活用するための『情報活用科』を新設します。そして、
子どもが『情報活用科』で学んだことを、『ふるさと垂水』（総合）で地域の課題を解決していく際に活用
できるようにします。今年度は垂水小学校から実践をスタートし、来年度は全小・中学校に広げていきます。

【令和７ ～ 10 年度】
目指す

子ども・人材像

よりよく生きようとする
ふるさとや社会に
貢献する

【令和３ ～６年度】

【成果】
子どもと先生の情報操作
技術等の向上

『GIGA スクールのまち』
の認知度

【課題】
小・中学校を通した
カリキュラム

義務教育９年間を通したカリキュラム

中学校技術（情報）等の各教科と関連

ICT 教育の最先端で活躍されている方々が本研究をサポート！No.
２

辻 慎
し ん い ち ろ う

一郎
鹿児島国際大学

福祉社会学部准教授

新保 元
も と や す

康
NPO 法人ほっかいどう学

推進フォーラム理事長

木田 博
ひろし

鹿児島市教育委員会
教育 DX 担当部長

前田 康
や す ひ ろ

裕
熊本大学大学院

教育学研究科特任教授

中西 孝
た か ひ ろ

博
南国殖産株式会社

取締役常務執行役員

隈﨑 和
か ず よ

代
学校法人本田学園　認定

こども園南部幼稚園副園長

川原 省
し ょ う ご

吾
鹿児島県教育庁総務福利課

教育 DX 推進室主任指導主事

山下 裕
ゆ う じ

司
垂水市立垂水小学校

校長

５月 20 日に開催された『第１回運営指導委員会』の様子

　この先進的な研究で、垂水市の
子どもたちが「将来どのような場
所にいても活躍できる力」を身に
付けることが期待されます。
　また、この取組が、これからの
日本の教育の大きな指針になって
いくことになると思います。新し
い風を「垂水」から全国へ。大い
に期待しています。

本市 GIGA スクールアドバイザー

※カリキュラムとは、児童生徒が学習する内容等の計画（教育課程）
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